
⽇吉農園
∼トマト・いちご作り∼

⽇吉⼩学校5年⽣の取り組み
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トマト作り(知る学び)

さくらい農園を見学　→　プロのトマト作りを見せてもらう
　　　　　　　　　　　　ゴールをイメージする

知る学び
～課題の設定～



・トマトの����を�ごとに�べる

・����を「場�」「��」「作り�」 

 の3�点で�理して、��をスタートでき
 るように�体的にする。

知る学び
～情報の収集～



知る学び
～情報の収集～

・「さくらいさんのトマトを超える」を��に 

する

・�ごとにさくらいさんのトマトを超える作り

�を�理する



トマトの��を��カードに��す

る。��をするだけから、�測して

��へと思�をつなげられるように

なってきた。

知る学び
～整理・分析～



「�度9度�上」「�っ�」
のどちらか⼀�を�たすこと

はできた。しかし、���た

せたトマトはなかった。

知る学び
～まとめ・表現～

「責任をもてなかった」「�

��担ができなかった」「愛

情をもてなかった」といった

�題が�じられた。



知る学び
～まとめ・表現～

Canvaを使ってトマト作りをまとめ
た動�作り。



☆成果☆
櫻井農園を見学させてもらったことで、目標とするトマトの姿が明確になった。また、「糖度９以上」「真っ赤にな
る」と言語化したことで自己評価をできるように工夫できた。
トマトの栽培から収穫まで自分たちで調べて進めることができた。観察して課題を見つけたときは、対処方法も考え実
践することができた。
調べる中でいろいろな栽培方法を見つけ、挑戦することができた。（challenge）
班で相談をして栽培方法を調べたり、トマトの世話をしたりと班をベースに活動を行うことで自然と協力しながら活動
をする姿が増えた(Collaboration)
実践のまとめとしてCanvaを使って動画を作成した。見ている人に自分たちが伝えたいことを相談し、どうしたら伝わ
るかを考えながら動画を作ることができた(Creation)

◆課題◆
トマトの世話について相談をして役割分担などをしたが、毎日確実に行うことができなかった。そのため、トマトの異
常に気付くことが遅くなったり、水やりを忘れたりといったことがあった。子どもたちは「トマトへの愛情が足りなか
った」と振り返った。
１班で４つの栽培方法を行ったが、世話や観察カードなどの負担が大きくなった。２つくらいに絞って行う方がペアで
観察をしたり、世話をしたりできるのでやりやすいように感じた。
初めて動画を作ったが、相手意識をもっと高めていかないといけない。作ることに満足してしまい、動画を見る側にど
のように伝わっているかの考えが浅かった。「伝えない内容」「スピード」「声のトーン」「アニメート効果」「使っ
ている素材」など相手意識をベースとしたものを作る意識を育てる。
観察カードを書く時間が長くなってしまった。内容は相談して決めたが、実や葉の数、大きさなどはある程度時間がか
かってしまうため、イチゴ作りでは時間を短くすることも意識して観察カードの内容を決める。



いちご作り(創る学び) 創る学び
～共感～

さくらいさんから「12
⽉にいちごを��す

る」というミッション

をもらうことで、ワク

ワクを�めた。



【問題�義】

12⽉中にいちごを��するにはどうす
ればいいのか。

創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～

【問題�義】

夏場は暑すぎる。

暑さ�策をどうし

よう。

【問題�義】

�場は�すぎる。

�さ�策をどうし

よう。

【問題�義】

��が発⽣してしま

う。���策をどうし

よう。

【問題�義】

いちごが�気にかか

ってしまった。どう

しよう。

【問題�義】

いちご��のやり

�を知らない。ど

うしよう。

【問題�義】

�休み中、��が

できない。どうし

よう。

⼤きな問題を�義したが、いちご作りを

していく��でたくさん�たな問題が発

⽣した。そのたびに、「問題�義」→
「発想」→「プロトタイプ」のサイクル
を回し�けた。



【問題】

12⽉にいちごを��するためにどう
すればいいの�

創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～

【発想】

作り�をインタビューしたりネット

を使ったりして�理しよう

【プロトタイプ】



創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～【問題�義】

いちごは20度前�がいいけど、夏は
暑すぎるよ。どうしよう�

【発想】

ペットボトルを凍らせていちごの�

くにおいて冷やそう。

【プロトタイプ】



【問題�義】

夏は�がいっぱいよってくる。��

�策はどうしよう�

【発想】

�がよっていきたくなる�をつくっ

て�策をしよう。

��ネットを�せよう。

創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～

【プロトタイプ】



【問題�義】

いちごは20度前�がいいけど、�は
�すぎるよ。どうしよう�

【発想】

ビニルハウスを使って保温しよう。

�で覆ったり、ホットキャップをか

ぶせたりして保温しよう。

湯たんぽで温める。

創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～

【プロトタイプ】



【問題�義】

いちごが�気にかかったようだけど

どうすればいい�

【発想】

どうやらうどんこ�という�気らし

い。�策としては薬をかけるとよい

そうだ。

創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～

【プロトタイプ】



【問題�義】

�休み中の��ができない。どうし

よう�

【発想】

��を決めて、⾃�たちができる範

囲で��をしていこう。

創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～

【プロトタイプ】



トマト作りの��カ

ードをもとに、⾃�

たちで��カードに

書く内�を決める。

データ→��→まと
めと⾒えることから

⾒えないことへと思

�をつなげる⼒がさ

らにアップした。

�題であった作成時

間も��に成功

創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～



創る学び
～問題定義・発想・プロトタイプ～

【知る�び】

KOOVの基���を��

【�る�び】

いちご作りで�ったことを�

決するロボットを�える。

【�る�び】

ロボットを作り、プログラム

を�え動かす



Canvaを使って⽇吉��の��を�告するプ
レゼン�料を作成。

「はじめ、中、おわり」「中の順�」など

国�科で��したことをもとに構成を⾒�

した。

創る学び
～テスト～



�書�の�によ

るブックトーク

を��に�き⼿

を�識したプレ

ゼン�料の作成

創る学び
～テスト～



「�」と「個�」、「�

しい」と「簡単」といっ

た�点で成�を可��

トマト作りで�題となっ

ていた「���担」「責

任をもつ」「愛情をも

つ」といったことができ

るようになった。



児童から⾒た３C「挑戦」

�挑戦のトマ

ト・いちご作

り。問題を�

決していく�

�も「挑戦」



児童から⾒た３C「創造」

「温度を�くし

たい�」「��

を減らしたい」

など「あったら

いいな」を⾃�

たちでつくる�

�が「��」



「早く⾏きたけ

れば⼀�で⾏

け、�くへ⾏き

たければみんな

で⾏け」の��

�り、みんなで

�り�んだから

できた⽇吉��

児童から⾒た３C「協働」



��の授業では

�べないこと、

��の授業へ⽣

かせること、こ

れからの��で

�められる⼒を

�めることがで

きる授業が

STEAM��

児童から⾒たSTEAM教育



☆成果☆
☆成果☆
トマト作りで学んだことや経験を生かしていちご作りを進めることができた。「知る学び→創る学び」ができた。
いちご作りで発生した問題に対して対策を考え実行することができた。特に暑さ・寒さ対策は必須であり班ごとに探究
したことを実施することができた。
トマト作りでは週に１回だけ観察をする時間を設定したために、トマトへの愛着が育まれなかった。一方、いちご作り
では毎日朝学の時に観察をする時間を設定した。そのため、いちごのことをいつも気にかける姿が見られた。
トマト作りで使った観察カードを参考にいちご作りの観察カードを子どもたちが考えた。内容を自分たちで決めたた
め、主体的に観察カード作成に取り組めた。作成にかかる時間を短縮できたり、班で分担して作成したり、事実→分析
→振り返りと思考をつなげることができるようになった。
冬休み中の世話をどうするかを班で相談したが、できる範囲で世話を行う姿が見られた。

◆課題◆
いちごが枯れてしまった班があった。また、12月にいちごを収穫することはかなわなかった。単元のゴールが12月だと
難しい。次回は参観日に収穫できるためにどうするかを設定すると良い。
毎朝観察をする時間を設定した。朝の駆け足や縄跳びなどがあるときは、１時間目にずれ込んでしまうこともあり、時
間の確保が難しかった。一方、毎日観察をすることは必要であると感じている。
どうやって温めるかが「創造」を発揮するポイントとなった。子どもができることには限りがあるため、視野を広げる
資料の提示も必要になってくると感じた。

５年⽣「⽇吉農園〜トマト・いちご作り〜」


